
□11月定例会の概要

《
改
正
》

●
袋
井
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

愛
野
駅
前
南
駐
車
場
に
お
け
る
定
期
駐
車
券
の
1
カ
月
単
位
を
、
現
状
の

「
月
の
初
め
か
ら
末
日
ま
で
」
か
ら
「
希
望
す
る
日
か
ら
1
カ
月
」
と
し
、
利

用
者
が
使
用
期
間
を
設
定
で
き
る
よ
う
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

袋
井
駅
東
自
転
車
等
駐
車
場
に
お
け
る
一
時
利
用
券
を
、
24
時
間
販
売
可
能

と
す
る
よ
う
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

人　

事

●
人
権
擁
護
委
員

　

前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
の
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

・
新
任　

寺
田　

円
（
長
溝
）　
　

・
再
任　

永
井　

千
恵
子
（
下
久
能
）

　

一　

般
（
そ
の
他
）

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

次
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。（
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
）

◎
月
見
の
里
学
遊
館
・
月
見
の
里
公
園
（
※
）

　
　

指
定
管
理
者
…
袋
井
市
文
化
協
会
グ
ル
ー
プ
（
3
年
間
）

◎
袋
井
・
浅
羽
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
袋
井
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　

指
定
管
理
者
…
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
2
年
間
）

◎
袋
井
市
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井
）
（
※
）

　
　

指
定
管
理
者
…
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
（
2
年
間
）

●
避
難
所
生
活
用
間
仕
切
り
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

避
難
所
に
お
い
て
、
最
低
限
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
間
仕
切
り
（
2
3
4
0

セ
ッ
ト
）
を
補
充
す
る
た
め
、
物
品
売
買
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

議
員
発
議

市
民
の
安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、施
設
の
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
注
）…（
※
）
は
、
10
〜
11
ペ
ー
ジ
の
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
項
目
で
す
。

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
決
議
（
全
文
）

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
い
ま

だ
収
束
の
目
処
も
た
た
ず
、
こ
れ
ま
で
に
類
を
み
な
い
深
刻
な
事
態
と
な
り
、
原
子

力
発
電
所
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
で

は
多
く
の
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
も
な
お
、
い
つ
戻
れ
る
か
不
安
の
中

で
生
活
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
放
射
性
物
質
の
放
出
は
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
へ
の
健
康
被
害
が
将
来
に
わ

た
り
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
遠
く
離
れ
た
地
域
の
農
畜
産
物
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
本
市
で
も
、
食
に
対
す
る
不
安
を
一
掃

す
る
た
め
に
学
校
給
食
用
食
材
の
放
射
性
物
質
の
測
定
を
開
始
し
、
食
の
安
全
確
保

に
努
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
更
に
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
茶
業
に

も
安
全
不
信
に
よ
る
経
済
的
被
害
を
与
え
る
な
ど
、
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
原
子
力
発
電
所
は
、
一
度
事
故
が
起
こ
れ
ば
周
辺
地

域
の
住
民
の
生
活
は
も
と
よ
り
、
我
が
国
の
経
済
の
み
な
ら
ず
国
際
評
価
に
も
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

　

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
東
海
地
震
の
想
定
震
源
域
の
真
上
に
立
地

し
、
東
南
海
・
南
海
と
合
わ
せ
て
の
3
連
動
地
震
も
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
大
地
震
が
発
生
し
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
失
わ
れ
れ
ば
、
広
範
囲

で
の
影
響
は
計
り
し
れ
な
い
。
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
位
置

し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
は
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
第
一
に
考
え
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
国
の
要
請
に
よ
り
運
転
を
停
止
し
て

い
る
が
、
原
子
炉
に
は
低
温
状
態
で
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
燃
料
棒
等
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
安
全
に
冷
却
す
る
こ
と
を
中
部
電

力
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
危
機
管
理
対
策
が
万
全
に
な
さ
れ
、

市
民
の
安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、
施
設
の
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
23
年
12
月
21
日

            

静
岡
県
袋
井
市
議
会
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